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子
育
て
に

　
　

お
ん
ぶ
を

●人　口 53,650人（前月比－62人）
　（男）　 25,892人（前月比－25人）
　（女）　 27,758人（前月比－37人）
●世帯数 18,175世帯（前月比－10世帯）
　　　　　　　　※平成19年1月1日現在

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
な
ん
ら
か

の
理
由
で
、
学
校
に
通
学
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
小
学
生

や
中
学
生
が
、
学
校
に
籍
を
置
い

た
ま
ま
学
ぶ
適
応
教
室
を
四
教
室

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

適
応
教
室
の
目
的
は
、
学
習
や

ス
ポ
ー
ツ
、
体
験
活
動
、
諸
行
事

を
行
い
な
が
ら
自
主
性
を
養
い
、

生
き
る
力
を
育
み
、
自
立
へ
の
支

援
を
行
な
い
学
校
へ
通
え
る
よ
う

援
助
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
年
度
の
体
験
活
動
は
、陶
芸
、

　

先
日
、
新
聞
に
元
王
子
動
物

園
飼
育
技
師
亀
井
一
成
さ
ん
の

記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。「
サ

ル
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
も

『
お
ん
ぶ
期
』
が
あ
る
。
親
と

同
じ
目
線
で
物
事
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
大
変
い
い
。

子
育
て
で
も
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
。
一
日
一
回
は
、
子
ど
も
を

お
ん
ぶ
や
抱
っ
こ
し
て
愛
情
を

注
い
で
あ
げ
て
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　

最
近
は
ベ
ビ
ー
ス
リ
ン
グ
が

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
下原　達也（八　木）
中西　英夫（福　良）
高見真一郎（倭　文）
岩本　時忠（洲本市）
中野　辰憲（松　帆）
山田　哲也（神戸市）
居内　隆博（倭　文）
村上　純一（京都府）
北内　宣行（宮城県）
今田　圭治（倭　文）
太田　晴喜（愛知県）
浅井　和弘（松　帆）
宮迫　有司（松　帆）
倉本　浩久（松　帆）
久井　康正（大阪府）

後藤　昌子（志　知）
植田　弘美（高砂市）
村野　真理（福　良）
長濱　祐子（福　良）
天羽　恵利（松　帆）
谷川　園子（神戸市）
柿原　友香（淡路市）
古板　規子（京都府）
富永　裕美（宮城県）
原　まゆみ（津　井）
西口なぎさ（　灘　）
本間　　幸（洲本市）
池田　知子（榎　列）
清水　慈子（洲本市）
日野　未央（大阪府）

12 月 23 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 24 日
12 月 24 日
12 月 25 日
12 月 28 日
12 月 30 日
1 月 1 日
1 月 1 日
1 月 1 日
1 月 7 日
1 月 7 日
1 月 13 日
1 月 15 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
米田壽美子
山　　 修

桑島　義雄
藤井　康彰
藤森ちづ子
市川知惠子
藤 岡　　 哲
若林眞佐代
河野　貞雄
福原　勝郎
村上　高子
藤平　卓郎
西本　六男
中 村　　 茂
里深　忠義
高木美代子
浦瀬　スヱ
平野かよ子
堀　　 清 松
窪田　常司
佐藤　安郎
藤 井　　 清
居内　三郎
奥 野　　 茂
高田　輝夫
勘田　貞男
藤岡よしの
田中　孝弘
髙 木　　 薫

湊
市

志 知
神 代
市

八 木
市

松 帆
倭 文
福 良
八 木
阿 万
阿那賀
榎 列
榎 列
松 帆
潮美台
福 良
阿那賀
松 帆
市

榎 列
松 帆
榎 列
八 木
志 知
沼 島
阿 万
広 田

73
71
89
74
86
89
83
55
89
85
80
71
85
80
82
92
101
62
83
77
81
84
86
84
64
89
82
59
81

12 月 15 日
12 月 15 日
12 月 15 日
12 月 15 日
12 月 15 日
12 月 16 日
12 月 17 日
12 月 17 日
12 月 17 日
12 月 18 日
12 月 19 日
12 月 19 日
12 月 20 日
12 月 21 日
12 月 22 日
12 月 22 日
12 月 23 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 24 日
12 月 24 日
12 月 24 日
12 月 25 日
12 月 26 日
12 月 26 日
12 月 26 日
12 月 26 日
12 月 26 日
12 月 27 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

藤江　翔
と わ

吾

福榮　美
み み

心

劉本　舶
は く と

十

大川ののか

坂 辻　　 葵
あおい

大 倉　翠
あ き と

透

興津　優
ゆ き

希

上田　桃
も も

々

篠𠩤なな子
こ

伊達　駿
しゅんせい

星

舩瀬　凜
り ん か

花

飛田　杏
あ む ず

桃

廣島　莉
ま り あ

愛

島﨑　春
は る な

奈

髙倍　希
の の は

羽

片山　諄
あつひと

一

笹山　結
ゆ う ひ

妃

深田　伊
い ぶ き

吹

西久保果
か ほ

穂

山口　妃
ひ お り

織

三浦　夢
ゆ め と

仁

三宅　陽
あ き と

斗

畑田　茉
ま お

穂

南　　 陽
ようだい

大

ダ･シルバ･ニコリ･チエミ

南　　 柊
しゅうと

斗

堂上紗
さ ゆ な

由奈

齋藤　衣
い ぶ き

吹

酒部　奏
か な た

多

前川　桃
も か

葵

飛田　苺
あ ま ね

寧

長谷川大
たいせい

晟

原川　穂
ほ の か

風

男
女
男
女
女
男
女
女
女
男
女
女
女
女
女
男
女
男
女
女
男
男
女
男
女
男
女
女
男
女
女
男
女

三千丈
直 也
哲 也
慎 一
稔

義 孝
龍 二
直 樹
徳 旭
秀 幸
公 博
憲 人
憲

博 毅
孝 行
純

征 志
誠

智 巧
貴 士
宏 保
祐 一
泰

芳 広
ネット･エウゲニオ･ベドロ
文 章
佳 秀
裕 樹
信 悟
広 幸
隆 志
宗 治
洋 典

賀集
福良
尼崎市
宝塚市
大阪府
大阪府
津井
神代
宝塚市
広田
榎列
榎列
榎列
阿那賀
洲本市
阿万
広田
阿万
潮美台
北阿万
福良
神代
市
榎列
賀集
賀集
倭文
潮美台
榎列
神代
潮美台
松帆
阿万

12 月 7 日
12 月 7 日
12 月 9 日
12月10日
12月12日
12月12日
12月15日
12月16日
12月20日
12月20日
12月20日
12月24日
12月24日
12月25日
12月26日
12月28日
12月31日
1 月 1 日
1 月 3 日
1 月 4 日
1 月 5 日
1 月 5 日
1 月 7 日
1 月 8 日
1 月 8 日
1 月 9 日
1 月 9 日
1 月 9 日
1 月 9 日
1 月 10 日
1 月 10 日
1 月 11 日
1 月 15 日

氏名 年齢 地区 死亡日
池田　米子
山崎　守一
樫原とよ子
今田　彌生
園部　美代
前 川　　 睦
杉本　安男
武田　義明
飛田　宗一
本田　岩雄
登　　　 建
能勢　とよ
阿部フミ子
江本　力雄
亀 井　　 操
山本　梅一
船越八代子
土井こきく
泊　　　 秀

志 知
倭 文
北阿万
倭 文
福 良
榎 列
榎 列
倭 文
福 良
灘

津 井
福 良
阿 万
灘

八 木
福 良
倭 文
市

福 良

88
92
59
87
80
83
83
68
94
94
58
88
77
86
78
94
78
100
79

12 月 27 日
12 月 28 日
12 月 28 日
12 月 29 日
12 月 29 日
12 月 29 日
12 月 30 日
12 月 31 日
1 月 1 日
1 月 1 日
1 月 1 日
1 月 2 日
1 月 2 日
1 月 3 日
1 月 5 日
1 月 5 日
1 月 6 日
1 月 6 日
1 月 6 日

氏名 年齢 地区 死亡日
奧井　鉄郎
本庄ひさの
浦瀬　千世
日々野數馬
加地　清美
肥田　久雄
嶋田　久子
村上こぜん
池田カツミ
谷 間　　 武
原　　 君 夫
傳寳　權二
脇元多加志
坂田　和彦
柏木ひさこ
中 山　　 平
向　　 茂 樹
土井　操子
前田　嘗子

市
福 良
福 良
北阿万
倭 文
賀 集
倭 文
伊加利
津 井
福 良
志 知
松 帆
広 田
賀 集
八 木
倭 文
八 木
松 帆
榎 列

88
86
88
72
90
72
80
92
87
85
81
87
50
68
91
77
78
70
66

1 月 6 日
1 月 6 日
1 月 8 日
1 月 9 日
1 月 9 日
1 月 10 日
1 月 10 日
1 月 12 日
1 月 12 日
1 月 12 日
1 月 13 日
1 月 13 日
1 月 14 日
1 月 14 日
1 月 16 日
1 月 16 日
1 月 16 日
1 月 17 日
1 月 18 日

折
り
紙
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
芸
、
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験
な
ど
を
し

ま
し
た
。

　

陶
芸
体
験
で
は
、
花
瓶
や
イ
ノ

シ
シ
の
置
物
、
お
皿
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、

一
つ
一
つ
個
性
が
表
れ
て
い
て
、

達
成
感
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
つ
こ
つ
と
一
つ
の
物
を
作
り
上

げ
、
集
中
力
を
養
い
、
心
を
落
ち

着
か
せ
る
体
験
で
し
た
。

　

ま
た
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
体

験
で
は
、
淡
路
島
出
身
で
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

い
る
方
と
交
流
し
ま
し
た
。
始
め

は
恐
る
恐
る
車
椅
子
に
乗
っ
て
い

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
生
き

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

▽
対
象　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
青
少
年
や
保
護
者
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
」
に
ご
参
加
を

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
大
人

が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
、
見
守
り
な
ど
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す

る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
を
自
治
会
等
の
各
種
団

体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

「
適
応
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す

生
き
と
し
た
顔
で
走
り
回
っ
て
い

ま
し
た
。
交
通
事
故
の
た
め
両
足

を
切
断
し
泣
き
っ
ぱ
な
し
の
生
活

か
ら
復
活
し
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
に
生
き
甲
斐
を
み
つ
け
、
北
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
夢
を
持
っ

て
真
剣
に
生
き
て
い
る
選
手
の
話

を
聞
き
、
自
分
た
ち
も
元
気
で
前

向
き
に
歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　

適
応
教
室
は
、
不
登
校
の
本
人

や
保
護
者
の
心
の
負
担
を
軽
減

し
、
子
ど
も
へ
の
適
切
な
対
応
を

探
る
た
め
の
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
学
校
を
通
じ
て
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

普
及
し
て
抱
っ
こ
し
て
い
る
お

母
さ
ん
を
多
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
い
こ
と
で

す
よ
ね
。「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」は
、

と
て
も
大
事
で
必
要
な
こ
と
で

す
。
体
温
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

に
よ
り
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る

存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、

何
よ
り
も
心
の
栄
養
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　

意
識
し
て
、
お
ん
ぶ
、
抱
っ

こ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ

い
。
夜
寝
る
前
に
、
一
日
を
振

り
返
っ
て
「
あ
っ
、
今
日
は
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
が
足
ら
な
か
っ
た

な
」
と
気
が
つ
い
た
ら
「
大
好

き
よ
」
の
ギ
ュ
ッ
と
抱
っ
こ
を

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。
お

父
さ
ん
の
抱
っ
こ
に
お
ん
ぶ
も

大
き
く
て
暖
か
く
て
う
れ
し
い

で
す
ね
。

　
　
（
せ
い
だ
ん　

川
西
淳
子
）

▲猪の紙風船づくり（せいだん）

▲適応教室での体験活動（調理実習、餃子づくり）


